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高
齢
化
の
更
な
る
進
展
が
予
想
さ
れ
る
な

か
、
介
護
の
担
い
手
の
十
分
な
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
介

護
現
場
は
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
採
用
の

困
難
さ
が
あ
る
と
い
う
。
二
〇
一
二
年
九
月

一
九
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
都
内
で
開
い
た
労

働
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
介
護
事
業
所
や

教
育
機
関
、
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
、
就
職
支
援

の
立
場
か
ら
、
介
護
職
の
採
用
を
め
ぐ
る
現

状
や
安
定
的
な
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

報
告
し
た
う
え
で
、
行
政
の
視
点
も
加
え
、

今
後
の
有
効
な
対
応
を
議
論
し
た
。

労働政策フォーラム

介護職の安定的な採用・確保に向けて

　医療の進歩、栄養事情の改善、環境衛生の向上などに伴い、わが国の平均寿命は著しく伸びた。また、
出生率の低下による総人口の減少と相まって、今後、65歳以上の高齢者の割合は上昇し、2030年には
人口に占める65歳以上の割合が3割強の超高齢社会になると予測されている。人口高齢化とともに要介
護者の割合が増加する一方、個人や家族による介護負担の重さが現実的な課題となりつつある。特集で
は労働政策フォーラムの介護職の確保の議論に加え、そのために必要な介護労働者の処遇や、働く人の
介護と仕事の両立などに必要な対応を考える。

介護職場における人材確保
―現場に求められること



特集―介護職場における人材確保

Business Labor Trend 2012.11

3

　

今
日
は
、
介
護
労
働
市
場
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
介
護
保
険
事
業
に
従
事
す
る
介

護
職
の
人
数
の
推
移
を
み
て
み
ま
す
（
図
表

１
）。
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た
二
○
○

○
年
は
約
五
五
万
人
が
介
護
職
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
が
、
直
近
の
二
○
一
○
年
で
は
一

三
四
万
人
近
く
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。

　

伸
び
方
を
み
る
と
、
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト

時
か
ら
二
○
○
五
年
く
ら
い
ま
で
は
、
毎
年

一
○
万
人
近
く
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
○
六
年
以
降
は
六
万
人
、
六
万
人
、

四
万
人
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
介

護
需
要
が
高
ま
り
、
介
護
職
と

し
て
活
躍
す
る
方
々
は
大
き
く

増
え
て
い
ま
す
が
、
伸
び
は
緩

ん
で
い
ま
す
。

　

次
は
、
介
護
福
祉
士
の
状
況

で
す
。
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
の
中
で
、
介
護

保
険
事
業
に
従
事
し
て
い
る

方
々
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
を

あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
事
業
以
外
の
介
護
福
祉
関
連

分
野
で
働
い
て
い
る
人
も
い
ま

す
が
、
資
格
を
持
っ
て
い
て
も

介
護
の
仕
事
に
就
い
て
い
な
い

方
が
、
か
な
り
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
介
護
関
係
職
種
の
有
効

求
人
倍
率
と
失
業
率

　

で
は
、
介
護
労
働
市
場
へ
の

入
口
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
介
護
分
野
の
有
効
求
人
倍
率
と
失

業
率
の
関
係
を
み
て
み
ま
す
（
図
表
２
）。

世
の
中
が
不
景
気
に
な
り
、
失
業
率
が
高
く

な
る
と
、
介
護
分
野
で
は
相
対
的
に
人
材
を

確
保
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
景
気

が
回
復
す
る
と
、
再
び
人
が
採
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
昔
か
ら
続
い
て
い
ま

す
。

　

介
護
の
仕
事
が
専
門
職
と
し
て
確
立
し
て

い
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
景
気
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
経
済
情
勢
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
る
現
状
は
、
介
護

労
働
市
場
が
、
専
門
職
労
働
市

場
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

右
は
都
道
府
県
別
に
介
護
関

係
職
種
と
職
業
計
の
有
効
求
人

倍
率
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

す
べ
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て

介
護
関
係
職
種
の
有
効
求
人
倍

率
が
職
業
計
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
介
護
関
係
職
種
の

有
効
求
人
倍
率
は
、
地
域
差
が

大
き
い
こ
と
も
、
も
う
ひ
と
つ

の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
入
職
率
と
離
職
率
の 

現
状

　

介
護
労
働
市
場
は
景
気
の
影

響
を
大
き
く
受
け
て
、
未
だ
安

定
的
に
人
材
が
確
保
で
き
る
状

況
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、

研究報告

介
護
労
働
市
場
の
現
状
と
課
題

―
採
用
・
離
職
と
過
不
足
感
を
め
ぐ
っ
て

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
研
究
員　

堀
田
　
聰
子

図表１　介護職数の推移

図表２　介護関係職種の有効求人倍率と失業率

介護福祉事業に従事する介護職（実人員）及び介護福祉士登録者数の推移
（単位：万人）

常勤 非常勤 常勤割合 合計 うち
介護福祉士

介護福祉士
登録者数

2000年 35.7 19.2 65.0％  54.9 13.2 22.3
2001年 40.9 25.2 61.9％  66.1 15.6 27.4
2002年 45.0 30.6 59.5％  75.6 17.6 31.7
2003年 51.7 36.8 58.4％  88.5 19.5 36.9
2004年 59.3 40.9 59.2％ 100.2 21.9 42.8
2005年 65.7 46.8 58.4％ 112.5 26.3 48.6
2006年 70.0 48.6 59.0％ 118.6 30.1 56.5
2007年 74.1 50.1 59.7％ 124.2 35.6 65.6
2008年 77.0 51.0 60.2％ 128.0 40.6 74.3
2009年 79.8 54.5 59.4％ 134.3 82.2
2010年 53.3 80.1 40.0％ 133.4 91.0

（注）介護保険事業以外に従事する介護福祉士もいる。
（出所）介護福祉士登録者数（各年度末）は（財）社会福祉振興・試験センターホームページ。
　　　　その他は厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（各年 10月１日現在）。

介護関係職種の有効求人倍率
：経済情勢の影響大 職業計を大きく上まわる ただし地域差大

（注）�介護関係職種とは、「122 福祉施設指導専門員」「124 福祉施設寮母・寮父」「129 その他の社会
　　　福祉専門の職業」「341-10 家政婦（夫）」「342 ホームヘルパー」をいう。
　　　すなわち、介護保険事業に従事する介護職以外の者も含まれる。
（出所）�有効求人倍率は厚生労働省「職業安定業務統計」、失業率は総務省「労働力調査」
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入
っ
て
き
た
人
々
の
定
着
状
況
は
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
「
介
護
労
働

実
態
調
査
」
か
ら
、
介
護
職
の
入
職
率
と
離

職
率
の
現
状
を
み
て
み
ま
す
（
図
表
３
）。

上
が
訪
問
介
護
、
下
が
そ
れ
以
外
の
施
設
等

で
働
く
介
護
職
員
の
状
況
で
す
。
ま
ず
、
訪

問
介
護
か
入
所
や
通
所
等
か
と
い
っ
た
職
場

に
よ
っ
て
、
定
着
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

介
護
職
は
出
入
り
が
激
し
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
訪

問
介
護
員
の
離
職
率
は
直
近
で
一
三
・
八
％
。

産
業
計
の
一
四
・
四
％
よ
り
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
施
設
系
の
離
職
率
も
一
六
・
九
％
と
、

あ
ま
り
遜
色
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

訪
問
介
護
の
現
場
で
は
非
正
社
員
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
訪
問
介
護
の
非
正
社

員
の
離
職
率
は
一
三
・
一
％
。産
業
計
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
離
職
率
二
三
・
一
％
と

比
べ
て
も
、
訪
問
介
護
の
非
正
社
員
は
相
対

的
に
み
て
定
着
率
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
、
施
設
系
の
介
護
職
員
は
正
社
員
が

主
力
で
す
。正
社
員
の
離
職
率
は
一
四
・
○
％

と
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
非
正
社
員
は
二

一
・
七
％
と
や
や
高
め
で
す
。

　

括
弧
内
の
数
値
、
前
年
と
の
比
較
を
み
る

と
、
採
用
率
、
離
職
率
と
も
に
全
体
と
し
て

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
の
出
入
り
が
多

か
っ
た
前
年
と
比
べ
て
、
比
較
的
安
定
し
て

き
た
状
況
と
い
え
ま
す
。

離
職
率
と
不
足
状
況
の
推
移

　

い
ま
、
入
職
・
離
職
に
関
す
る
直
近
の
状

況
を
お
話
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
離
職
率
と

不
足
状
況
の
推
移
を
み
て
み
ま
す（
図
表
４
）。

　

訪
問
系
・
施
設
系
を
あ
わ
せ
た
介
護
職
の

離
職
率
は
直
近
で
一
六
・
一
％
と
、
近
年
で

は
も
っ
と
も
低
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
離
職
率
が
改
善
し
た
結
果
、
訪
問
介

護
員
や
介
護
職
員
の
不
足
感
は
解
消
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

不
足
状
況
を
み
る
と
、
離
職
率
の
水
準
が

低
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
所
に
お

け
る
不
足
感
は
、
訪
問
介
護
員
・
介
護
職
員

と
も
微
増
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
離
職
率
が
改

善
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
人
手
不

足
の
解
消
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
二
○
二
五
年
に
向
け
、

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
保
障
の
強
化
が
う
た

わ
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
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図表３　入職・離職
介護職及び産業計の入職率・離職率（単位：％）

図表４　離職率と不足状況の推移

図表５　事業所単位の離職率

【介護職】
採用率 離職率

訪問介護員 17.7(23.2） 13.8(14.9）
正社員 22.3(27.9） 16.8(17.5）
非正社員 16.6(22.3） 13.1(14.5）

介護職員 22.3(27.0） 16.9(19.1）
正社員 17.3(21.5） 14.0(15.4）
非正社員 30.3(35.9） 21.7(25.0）

(注）�採用(離職）率：10月～9月1年間の採用(離
職）者数÷前年9月末現在の在籍者数×100。

(出所）�介護労働安定センター「平成23年度介
護労働実態調査」2010年10月～2011年9
月の値。(　）内は前年の値。

【産業計】
入職率 離職率

常用労働者 14.2(14.3） 14.4(14.5）
男 11.9(12.0） 12.3(12.1）
女 17.1(17.1） 17.2(17.6）

一般労働者 11.0(10.9） 11.7(11.3）
男  9.7( 9.3） 10.3( 9.7）
女 13.8(13.9） 14.6(14.3）

パートタイム
労働者 24.1(24.2） 23.1(24.1）

男 30.6(33.2） 29.6(30.6）
女 21.9(21.3） 20.9(22.0）

(注）�入(離）職率：入(離）職者数÷1月1日現在の
常用労働者数×100。

(出所）�厚生労働省「平成23年雇用動向調査」
2011年1月～12月の値。（�）内は前年の
値。

表　事業所単位の職種・就業形態別１年間の離職率

事業所数

事業所単位の１年間の離職率

離職率
平均値
（％）

離職率の分布（％）

0％ 0％を超え
10％未満

10％以上
20％未満

20％以上
30％未満 30％以上

訪問介護員・正規　 1,440 18.7 70.8  0.8  3.3  4.5 20.6
訪問介護員・非正規 1,532 18.7 42.6 12.4 18.0 10.7 16.4
介護職員・正規　　 3,734 17.5 49.0  9.5 13.4  9.2 18.8
介護職員・非正規　 3,295 24.4 46.1  3.8 11.5 10.7 27.8

（出所）堀田聰子「事業所単位の離職率、過不足状況に関する考察」介護労働安定センター（2012）
　　　　『平成 23 年度介護労働実態調査結果報告－事業所における介護労働実態調査－』

訪問介護員・介護職員の離職率は０％の事業所がもっとも多く、
10％未満まであわせると約５～７割を占める
他方、離職率30％以上の事業所も約２～３割

（注）介護職は訪問介護員と介護職員の２種類計、産業計は常用労働者計。
（出所）介護職は介護労働安定センター「介護労働実態調査」。産業計は厚生労働省「雇用動向調査」

（注）�事業所の過不足状況に関する質問に対し大いに不足＋不足＋やや不足と回答した事業所の合計。
「不足」とは募集をする必要のある状態と注記してある。

（出所）介護労働安定センター「介護労働実態調査」

訪問介護員・介護職員の不足状況（単位：％）

介護職と産業計の離職率の推移（単位：％）
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求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
二
○

二
五
年
に
は
、
介
護
職
が
二
三
二
万
人
か
ら

二
四
四
万
人
も
必
要
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
い
か
に
安
定
的
に
介
護
職
を
確
保

し
、
定
着
・
育
成
を
は
か
っ
て
い
く
か
、
ひ

い
て
は
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
提
供

に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

以
上
が
介
護
労
働
市
場
と
介
護
労
働
力
需
要

の
概
観
で
す
。

　
事
業
所
単
位
の
離
職
率

　

こ
こ
か
ら
は
、
介
護
労
働
実
態
調
査
の
個

票
デ
ー
タ
の
分
析
に
基
づ
き
、
事
業
所
単
位

の
離
職
と
不
足
感
、
採
用
の
状
況
を
少
し
詳

細
に
み
て
い
き
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
マ
ク
ロ
で
み
た
離
職
率
と
そ
の

推
移
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
事
業
所

単
位
で
み
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

図
表
５
は
事
業
所
単
位
の
職
種
・
就
業
形

態
別
の
離
職
率
で
す
。
訪
問
介
護
員
と
介
護

職
員
、
正
社
員
と
非
正
社
員
で
わ
け
、
事
業

所
に
お
け
る
一
年
間
の
離
職
率
の
分
布
を
み

た
も
の
で
す
。

　

訪
問
系
・
施
設
系
、
正
規
、
非
正
規
の
別

を
問
わ
ず
、
離
職
率
○
％
で
あ
る
事
業
所
が

も
っ
と
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
一
○
％
未
満
ま
で
あ
わ
せ
る
と
、
約
五

割
か
ら
七
割
を
占
め
、
多
く
の
事
業
所
で
は
、

ほ
と
ん
ど
離
職
し
な
い
と
い
う
実
態
で
す
。

　

他
方
、
離
職
率
が
三
○
％
を
超
え
る
事
業

所
も
、
二
割
か
ら
三
割
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
は
全
国
の
も
の
で
す
が
、
地
域

別
・
事
業
種
別
に
み
て
も
、
離
職
率
の
二
極

化
は
顕
著
に
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

か
ら
、
制
度
や
報
酬
体
系
だ
け
で
な
く
、
各

事
業
所
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
雇
用
管
理
の
あ

り
方
が
、
定
着
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

定
着
状
況
の
認
識
と 

事
業
所
単
位
の
離
職
率

　

事
業
所
は
、
職
員
の
定
着
状
況
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

介
護
労
働
実
態
調
査
で
は
、
事
業
所
に
対

し
て
、
定
着
率
に
対
す
る
認
識
を
尋
ね
て
い

ま
す
。「
定
着
率
が
低
く
て
困
っ
て
い
る
」

の
か
、「
定
着
率
は
低
い
が
困
っ
て
い
な
い
」

の
か
、
あ
る
い
は
「
定
着
率
は
低
く
な
い
」

の
か
、
と
い
う
三
択
で
す
（
図
表
６
）。

　

ま
ず
、「
定
着
率
は
低
く
な
い
」
と
認
識
し

て
い
る
事
業
所
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
一
方
で
、
定
着
率
は
低
く
な
い

と
考
え
て
い
て
も
、
離
職
率
が
三
○
％
以
上

の
事
業
所
も
あ
り
、
他
方
、
定
着
率
が
低
く

て
困
っ
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
て
も
、
実
際

は
離
職
率
が
○
％
で
ま
っ
た
く
辞
め
て
な
い

事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
実
際
の
離
職
の
状
況
だ
け
で
な

く
、
事
業
所
が
す
べ
て
の
職
員
に
定
着
を
期

待
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
一
定
程
度

の
出
入
り
は
よ
い
、
や
む
を
得
な
い
と
考
え

て
い
る
か
と
い
っ
た
人
材
戦
略
等
も
、
定
着

率
の
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
従
業
員
不
足
事
業
所
に
お
け
る 

定
着
状
況
の
認
識
と
不
足
の
理
由

　

先
ほ
ど
、
離
職
率
が
改
善
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
従
業
員
の
不
足
感
は
微
増
し

て
い
る
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
。

　

で
は
、
事
業
所
全
体
で
み
て
、
従
業
員
が

不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
定
着
状
況
を
ど
う

み
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

事
業
所
全
体
の
過
不
足
状
況
を
み
ま
す
と
、

不
足
（
募
集
す
る
必
要
の
あ
る
状
態
）
と
す

事業所全体でみて従業員「不足（募集する必要のある状態）」の
事業所が過半数

0% 20% 40%

そのうち 「定着率が低く困っている」のは約４分の1

人材確保について定着促進策が特に有効なのは全体の13.8%

不足 53.2 適当 46.1 過剰

0 7

60% 80% 100%

事業所全体で
みた従業員の 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過不足状況

25.9 8.6 64.8 無回答0.8
従業員の定着
状況の認識

定着率が低く 定着率は低いが 定着率は低くない
困っている 困っていない

図表７　従業員全体でみて不足している事業所における定着状況の認識

図表６　定着状況の認識と事業所単位の離職率

訪問介護員正規職員の事業所単位の離職率 訪問介護員非正規職員の事業所単位の離職率

事業所数

離職率の分布（％）

事業所数

離職率分布（％）

＜事業所全体＞ 0％ 0％を超え
10％未満

10％以上
30％未満 30%以上 0％ 0％を超え

10％未満
10％以上
30％未満 30%以上

定着率が低く
困っている 243 55.1 0.4 9.1 35.4 252 31.0 6.7 32.9 29.4

定着率は低いが
困っていない 118 59.3 0.0 9.3 31.4 103 42.7 9.7 21.4 26.2

定着率は低くない 1,012 76.8 1.0 6.5 15.7 1,133 44.4 14.1 28.7 12.8

介護職員正規職員の事業所単位の離職率 介護職員非正規職員の事業所単位の離職率

事業所数

離職率の分布（％）

事業所数

離職率分布（％）

＜事業所全体＞ 0％ 0％を超え
10％未満

10％以上
30％未満 30%以上 0％ 0％を超え

10％未満
10％以上
30％未満 30%以上

定着率が低く
困っている 581 32.7 4.8 26.2 36.3 528 28.6 2.8 20.5 48.1

定着率は低いが
困っていない 391 35.3 6.6 29.7 28.4 329 35.3 1.8 21.9 41.0

定着率は低くない 2,586 54.4 10.8 21.3 13.5 2,285 51.3 4.2 23.1 21.4

「定着率は低くない」と考える事業所が多い

実際の離職率以外に人材戦略等も定着状況の認識に影響

（出所）前表と同じ
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る
事
業
所
が
五
三
・
二
％
と
過
半
数
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
不
足
感
を
持
っ
て
い
る
事

業
所
の
う
ち
、「
定
着
率
が
低
く
て
困
っ
て
い

る
」
と
認
識
し
て
い
る
の
は
二
五
・
九
％
で

す
（
図
表
７
）。

　

職
員
の
定
着
促
進
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら
も
基
本
的
に
重
要

な
こ
と
で
す
が
、
人
手
不
足
感
の
解
消
と
い

う
観
点
で
み
ま
す
と
、
定
着
促
進
に
関
す
る

施
策
が
直
接
的
に
有
効
な
の
は
五
三
・
二
％

×
二
五
・
九
％
、
つ
ま
り
全
体
の
一
三
・
八
％

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

従
業
員
不
足
の
理
由
と 

職
種
別
不
足
状
況

　

次
に
、
従
業
員
の
不
足
理
由
と
職
種
別
の

不
足
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

介
護
職
の
離
職
率
は
、
全
産
業
と
比
べ
て

も
見
劣
り
し
な
い
く
ら
い
改
善
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
人
手
不
足
感
は
根
強

く
、
や
や
高
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
不
足
感
を
持
っ
て
い
る
事
業
所

に
、不
足
の
理
由
を
「
離
職
率
が
高
い
」、「
採

用
が
困
難
」、「
事
業
を
拡
大
し
た
い
が
人
材

が
確
保
で
き
な
い
」
の
複
数
回
答
で
尋
ね
て

み
ま
し
た
（
図
表
８
）。

　

そ
の
結
果
、
従
業
員
の
定
着
状
況
に
対
す

る
認
識
に
か
か
わ
ら
ず
、
従
業
員
不
足
と
す

る
事
業
所
が
あ
げ
る
理
由
の
ト
ッ
プ
は
「
採

用
が
困
難
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が

ま
さ
に
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
た
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

　

定
着
に
対
す
る
認
識
は
事
業
所
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
人
手
不
足
感
の
理
由
を

み
ま
す
と
、
離
職
率
の
水
準
よ
り
も
採
用
が

問
題
と
回
答
す
る
事
業
所
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
職
種
別
に
不
足
の
状

況
を
み
ま
す
と
、
訪
問
介
護
員
の
不
足
感
が

も
っ
と
も
高

い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

訪
問
介
護
員
を
量
・
質
と
も
に 

採
用
で
き
て
い
る
事
業
所
の
特
徴

　

介
護
分
野
は
、
ま
だ
ま
だ
人
手
不
足
感
が

強
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
ご
紹
介
し

た
よ
う
に
、
職
種
別
で
見
る
と
訪
問
介
護
員

の
人
手
不
足
感
が
も
っ
と
も
高
い
現
状
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
採
用
の
困
難
さ
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
で
は
、
こ
う
し
た
中
で
も
、
訪
問
介

護
員
を
量
・
質
と
も
に
確
保
で
き
て
い
る
事

業
所
は
ど
う
い
う
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

分
析
を
始
め
る
前
は
、
事
業
所
属
性
で
大

き
な
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
結
果
は
そ
れ
ほ
ど
特
徴
が
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
法
人
主
体
で
は
、
民
間
が

少
な
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
以
外
の
社
会
福

祉
法
人
が
や
や
多
い
、
事
業
所
所
在
地
の
介

護
報
酬
算
定
上
の
地
域
区
分
は
「
そ
の
他
」

が
多
い
こ
と
は
確
認
で
き
ま
す
が
、
法
人
の

規
模
や
事
業
展
開
な
ど
に
つ
い
て
は
際
立
っ

た
特
徴
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
外
形
的
な
こ
と
で
は
な

く
、
事
業
所
と
し
て
ど
う
い
う
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
が
、
量
・
質
と
も
に
満
足
の
い

く
採
用
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
人
材
育
成
の
取
り
組
み
の
充
実
度

　

そ
こ
で
、
ま
ず
人
材
育
成
の
取
り
組
み
の

充
実
度
に
つ
い
て
、
正
規
、
非
正
規
そ
れ
ぞ

れ
に
、
量
・
質
と
も
に
確
保
で
き
て
い
る
と

回
答
し
た
事
業
所
と
全
体
を
比
較
し
て
み
ま

し
た
（
図
表
９
）。

　

量
・
質
と
も
に
確
保
で
き
て
い
る
事
業
所

は
、
全
体
と
比
べ
て
充
実
、
も
し
く
は
や
や

充
実
と
回
答
し
て
い
る
事
業
所
が
多
い
こ
と

が業事「業従従業員「不足」事業所の不足理由は採用困難がもっとも多い

採用困難さが不足理由トップであることは定着状況への認識に関わらず共通

職種別では特に訪問介護員の不足感が強い

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

採用が困難

事業拡大したいが
人材が確保できない

離職率が高い

全体 定着率が低く困っている

定着率は低いが困っていない 定着率は低くない

(％)

図　定着状況の認識と不足の理由（従業員全体でみて不足の事業所）（単位：％、MA）

66.0

65.6

58.7

67.2

26.2

20.8

24.9

28.8

19.8

59.1

27.7

3.2

0 20 40 60 80

70.3

44.9

39.7

18.2

14.5

26.7

図　職種別不足状況（単位：％）

訪問介護員

介護職員

看護職員

介護支援専門員

生活相談員

OT・PT・ST等

人材育成が充実 やや充実 との自己評価が多い人材育成が充実+やや充実 との自己評価が多い

例えば研修計画立案等全体よりも実施割合高い

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

人数・質とも確保

全体

人数・質とも確保

全体

充実 やや充実 同程度 やや劣る 劣る 無回答

47.4 21.7 22.5 6.2 2.2 6.1

32.9 33.4 24.5 5.9 3.4 7.4

16.8 29.6 39.7 8.1 1.7
4.1

13.3 25.0 39.1 12.7 3.0 7.0

図表８　従業員不足の理由と職種別不足状況

図表９　人材育成の取組み充実度
（同業他社と比べた自己評価）
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が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
正
規
だ
け
で
な
く

非
正
規
で
も
同
じ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
業
他
社
と
比
べ
て
し
っ

か
り
と
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
も
、
採
用
に
関
係
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
訪
問
介
護
員
の
管
理
状
況

　

も
う
一
つ
、
訪
問
介
護
員
の
勤
務
時
間
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
状
況
の
管
理
の
あ
り
方
と
の

関
係
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
た
。

　

稼
働
日
ご
と
に
事
務
所
に
立
ち
寄
る
の
か
、

稼
働
日
ご
と
に
電
話
・
メ
ー
ル
で
報
告
す
る

の
か
、
一
定
期
間
ま
と
め
て
報
告
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
尋
ね
ま
し
た
（
図
表
10
）。

　

採
用
の
量
・
質
と
も
に
確
保
で
き
て
い
る

事
業
所
は
、
稼
働
日
ご
と
に
一
度
は
必
ず
事

務
所
に
立
ち
寄
ら
せ
る
と
の
回
答
が
四
七
・

四
％
と
も
っ
と
も
多
く
、全
体
の
三
二
・
九
％

よ
り
、
一
五
ポ
イ
ン
ト
近
く
も
上
回
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
結
構
大
き
な
差
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

訪
問
介
護
で
は
直
行
直
帰
も
少
な
く
な
い

な
か
、
日
々
し
っ
か
り
と
顔
を
あ
わ
せ
、
情

報
を
共
有
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
ヘ

ル
パ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
同
士
の
関
係
を

構
築
し
て
い
る
事
業
所
、
人
材
育
成

が
充
実
し
て
い
る
事
業
所
で
は
、
ヘ

ル
パ
ー
が
孤
立
感
な
く
や
り
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
。
訪
問
介
護
事
業
所

の
採
用
は
口
コ
ミ
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
、
働
い
て
い
る
人
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
事
業
所
で
あ
る
こ

と
が
、
採
用
の
量
・
質
確
保
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
の
中
で
の
取
り
組
み

　

さ
ら
に
、
最
後
に
も
う
一
つ
、
大

き
な
特
徴
が
み
ら
れ
た
の
が
、
地
域

の
中
で
の
取
り
組
み
で
す
。

　

全
体
と
し
て
い
え
る
の
は
、
採
用

の
量
・
質
と
も
確
保
で
き
て
い
る
事

業
所
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
事
業
所

づ
く
り
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

備
等
を
地
域
に
開
放
す
る
、
地
元
の

祭
り
に
事
業
所
と
し
て
参
加
す
る
、

関
係
機
関
等
と
と
も
に
地
域
の
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
、
他
の
事
業

所
と
連
携
し
た
利
用
者
支
援
の
手
順
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
な
ど
、
個
々
の
利
用

者
の
ケ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
を
支

え
る
取
組
み
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
が
み
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
介
護
者
の
集
い
、
介
護
や
健
康

づ
く
り
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
職
場
見
学
や

体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

専
門
性
を
地
域
に
向
か
っ
て
開
き
、
還
元
し

て
い
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
事
業
所
の
チ
ー
ム
と
し

て
の
一
体
感
を
高
め
、
不
安
の
解
消
や
人
材

育
成
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く

り
、
地
域
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
事
業
所
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
、採
用
の
量
・

質
と
も
に
確
保
で
き
て
い
る
事
業
所
の
特
徴

と
い
え
そ
う
で
す
。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数・質とも確保

全体

稼働日毎事務所立寄 稼働日毎電話・メール報告 一定期間まとめて報告 その他 無回答

47.4 21.7 22.5 6.2 2.2

32.9 33.4 24.5 5.9 3.4

「稼働日毎に 度は必ず事務所に立ち寄らせてい「稼働日毎に一
る」が多い・・・サービス提供責任者・同僚とのコミュ
ニケ シ ンニケーション

図表10　訪問介護員の勤務時間・サービス提供状況の管理
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介
護
現
場
で
よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
理

想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。
そ
れ
を
埋
め

る
の
は
施
設
長
や
課
長
で
す
。
今
日
は
、
彼

ら
が
ど
う
い
う
動
き
を
す
れ
ば
、
魅
力
あ
る

仕
事
に
な
る
の
か
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
介

護
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
介
護
の
仕
事

は
、
本
人
が
日
常
生
活
を
閉
じ
る
ま
で
、
人

間
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
を
担
保
す
る
も

の
で
す
。

　

加
齢
に
伴
い
、
人
は
日
常
生
活
を
過
ご

す
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
ま

す
。
例
え
ば
、
ト
イ
レ
で
用
を
足
し
た
い
の

に
、
ド
ア
ノ
ブ
の
開
け
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
と
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ド
ア
ノ
ブ
の
開

け
方
を
教
え
て
、
ト
イ
レ
に
行
き
着
く
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
ま
す
。
こ
の
繰
り
返

し
を
行
い
、
本
人
が
日
常
生
活
を
閉
じ
る
ま

で
、
な
る
べ
く
幸
せ
な
状
況
を
つ
く
り
続
け

る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

め
ざ
す
べ
き
日
常
生
活
と
は

　

日
常
生
活
と
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は
理
想
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
法
律
に
も
明
記
し
て
あ
り
、
私
た

ち
が
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

介
護
は
、
入
浴
・
食
事
・
排
泄
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
自
分
が
望
む

よ
う
な
日
常
生
活
は
送
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

要
介
護
状
態
に
陥
っ
た
と
し
ま
す
。
適
切
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
心
身
機

能
は
緩
や
か
に
低
下
す
る
も
の
の
、
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
送
り
な
が
ら
、
最
後
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

と
、
自
分
が
望
ん
だ
暮
ら
し
と
か
け
離
れ
た

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
家
族
に
も
重
い
負

担
が
の
し
掛
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
ア
ノ

ブ
の
開
け
方
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
適
切
な
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
と
、
失
禁
し
ま
す
。
し

か
し
、
適
切
な
支
援
が
あ
れ
ば
、
失
禁
す
る

こ
と
な
く
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
（
シ
ー
ト
１
）。

介
護
に
お
け
る
顧
客

　

介
護
を
福
祉
の
枠
組
み
で
と
ら
え
る
と
、

顧
客
の
範
囲
は
広
が
っ
て
き
ま
す
。
顧
客
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
、
本
人
を
中
心
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
な
り
ま
す
。
本
人
が
い
て
、

そ
の
配
偶
者
、
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
お

気
に
入
り
の
パ
ン
屋
さ
ん
、
魚
屋
さ
ん
な
ど
、

本
人
の
生
活
に
か
か
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
顧
客
と
な
り
ま
す
。

　

顧
客
の
健
康
状
態
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の

か
ら
成
り
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
世
界
保
健

機
関
が
採
択
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生
活
機
能

分
類
）
に
よ
る
と
、
人
間
の
健
康
状
態
は
、

心
身
機
能
・
構
造
、
活
動
、
参
加
の
三
つ
の

生
活
機
能
が
お
互
い
影
響
し
あ
い
、
つ
く
り

あ
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
番
目
の
「
心
身

機
能
・
構
造
」
は
、
足
が
動
く
・
動
か
な
い
、

心
臓
が
強
い
・
弱
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
二

番
目
の
「
活
動
」
は
、
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
、

買
い
物
に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
最

後
の
「
参
加
」
は
、
他
人
と
一
緒
に
活
動
す

る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
生
活
機
能
は
、
家
族
や
地

域
な
ど
の
環
境
因
子
や
本
人
の
能
力
な
ど
の

個
人
因
子
か
ら
も
影
響
を
受
け
ま
す
。
介
護

の
仕
事
は
、
心
身
機
能
・
構
造
を
予
防
・
補

完
し
、活
動
と
参
加
を
促
す
も
の
で
す（
シ
ー

ト
２
）。

幸
せ
を
生
み
出
す
組
織
に

　

わ
れ
わ
れ
が
事
業
と
し
て
売
っ
て
い
る
商

品
は
「
幸
せ
」
で
す
。
介
護
事
業
所
は
、
幸

せ
を
生
み
出
す
組
織
と
も
い
え
ま
す
。
そ
う

し
た
組
織
を
作
り
上
げ
る
の
は
、
課
長
の
仕

事
で
す
。

　

介
護
の
現
場
で
は
、
施
設
長
や
現
場
の

管
理
者
が
一
般
企
業
の
課
長
に
相
当
し
ま

す
。
課
長
は

部
長
と
異
な

り
、
部
下
の

能
力
に
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
り

ま
す
。
管
理

者
は
、
介
護

の
ベ
テ
ラ
ン

も
新
人
も
一

緒
に
束
ね
て

い
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

例
え
る
な
ら
、

サ
ッ
カ
ー
の

監
督
の
よ
う

に
、
適
材
適

所
に
人
員
を

配
置
し
、
効

＜事例報告１＞

魅力ある仕事・
職場づくりと採用の工夫
　　～介護職からの発信～

健康状態

心身機能・構造 活　動 参　加

環境因子 個人因子

生活機能

シート１　�風呂・メシ・くそで自立するわけがないという、
常識

シート２　顧客の価値観
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果
的
な
支
援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
明
る
い

酒
井
穣
氏
が
書
い
た
「
は
じ
め
て
の
課
長
の

教
科
書
」
で
も
、
課
長
と
し
て
も
っ
と
も
大

切
な
仕
事
は
、
部
下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

管
理
す
る
こ
と
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
幸
せ

を
生
み
出
す
組
織
に
な
る
に
は
、
課
長
の
手

腕
が
問
わ
れ
ま
す
。

仕
事
で
幸
せ
を
感
じ
る
と
き

　

介
護
の
仕
事
で
幸
せ
を
感
じ
る
の
は
、
ど

ん
な
と
き
で
し
ょ
う
か
。
現
場
の
職
員
な
ら
、

介
護
し
た
高
齢
者
が
元
気
に
な
り
、「
あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
り
、

家
族
に
看
取
ら
れ
幸
せ
な
最
後
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
き
で
す
。
施
設
長
や
課
長
ク

ラ
ス
で
は
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
効
果

が
得
ら
れ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が
自

己
実
現
し
た
時
で
す
。

　

介
護
の
仕
事
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
仕
事
人
と
し
て
幸
せ
の
条
件
は
、

①
仕
事
そ
の
も
の
へ
の
や
り
が
い
を
感
じ
る

②
顧
客
満
足
が
得
ら
れ
る
③
自
己
実
現
が
得

ら
れ
る
④
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
効
果
が

得
ら
れ
る
―
―
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
諸
条
件

を
、
課
長
が
具
体
的
に
言
語
化
し
、
現
場
に

落
と
し
込
み
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
仕
事
人
と

し
て
、
あ
る
い
は
、
組
織
と
し
て
の
幸
福
度

は
向
上
し
、
理
想
が
現
実
に
近
づ
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
（
シ
ー
ト
３
）。

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ

　

介
護
の
現
場
に
は
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
は
、
課
長
の
仕
事
で

す
。
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

現
場
は
良
く
な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
度
の
「
介
護
保
険
施
設
等
に

お
け
る
人
員
配
置
基
準
に
関
す
る
調
査
研

究
」
に
よ
る
と
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
時
間
が

五
○
％
増
え
た
ら
、
何
が
し
た
い
か
を
尋
ね

ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
回
答
は
、
①
外
出
は

自
由
に
す
る
②
夜
寝
る
時
間
、
朝
起
き
る
時

間
は
画
一
的
に
し
な
い
③
昼
・
夜
と
も
に
着

替
え
を
す
る
④
入
浴
す
る
時
間
は
決
め
な
い

⑤
排
泄
は
随
時
介
助
す
る
⑥
食
事
は
調
理
・

盛
り
付
け
・
片
付
け
を
主
体
的
に
す
る
―
―

な
ど
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
み
る
と
、
現
場
ス
タ
ッ

フ
は
時
間
や
人
手
が
足
り
ず
、
満
足
い
く
支

援
が
で
き
て
い
な
い
現
状
が
み
え
て
き
ま
す
。

仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き

　

介
護
保
険
法
で
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
の
調
査
で
も

み
た
よ
う
に
、
現
場
で
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に

十
分
な
支
援
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
、
大
き

な
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
過
度
の
ス
ト
レ

ス
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
著
し
く
低
下
し
、
孤
独
と
自
己
肯
定

感
の
欠
如
に
よ
り
、
職
業
虐
待
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
私
が
こ
ん
な
に
頑

張
っ
て
い
る
の
に
、
お
婆
ち
ゃ
ん
は
ち
っ
と

も
良
く
な
ら
な
い
。
何
の
言
葉
も
返
し
て
く

れ
な
い
」
と
イ
ラ
イ
ラ
が
募
り
、
思
わ
ず
手

を
あ
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、
跳
ね
返
し

た
り
、
回
避
し
た
り
す
る
防
衛
機
制
が
働
き

ま
す
。
し
か
し
、
介
護
の
現
場
で
は
、
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
す
。
ス
ト
レ

ス
を
跳
ね
返
し
た
り
、
回
避
し
た
り
す
る
と
、

介
護
の
質
が
低
下
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
こ

う
し
た
問
題
を
抱
え
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

一
二
○
分
で
で
き
る
こ
と

　

人
は
一
日
、
一
四
四
○
分
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
利
用
者
が
享
受
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
は
ど
の
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　

古
く
か
ら
あ
る
老
人
保
健
施
設
は
一
一
九

分
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
一
三
八
分

で
す
。
一
方
、
比
較
的
新
し
い
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
二
○
五
分
、
小
規
模
多
機
能
で
は

二
三
九
分
と
な
り
、
施
設
に
よ
っ
て
は
一
二

○
分
も
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
時
間
数
の
短

い
施
設
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
課
長
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
介
護
の
質
に
直
結
し
ま
す
。

　

先
の
調
査
で
も
、
一
・
五
倍
の
時
間
が
あ

れ
ば
、「
で
き
る
」
と
回
答
し
た
ス
タ
ッ
フ

が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
時
間
数
の
短
い
施

設
で
は
、
こ
の
五
○
％
に
あ
た
る
仕
事
量
を

ど
の
よ
う
に
割
り
振
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
や
れ
る
こ
と
、

家
族
で
で
き
る
こ
と
、
地
域
に
で
き
る
こ
と
、

本
人
が
で
き
る
こ
と
を
仕
分
け
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
が
、「
や
り
た
い
」
と
思
っ

た
こ
と
を
、
や
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

介
護
保
険
法
の
落
と
し
穴

　

人
の
健
康
状
態
は
、三
つ
の
生
活
機
能（
心

身
機
能
・
構
造
、
活
動
、
参
加
）
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
つ
の
生
活
機
能
が
維
持
さ

れ
な
い
と
、
介
護
保
険
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
達

成
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
活
動
や
参
加
な

ど
環
境
因
子
に
依
存
す
る
も
の
は
、
事
業
と

し
て
手
が
け
る
の
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
身
体
介
護
を
す
る
と
、
保
険
が

適
用
さ
れ
、
事
業
収
入
が
増
え
ま
す
。
回
収

効
率
が
い
い
の
で
、
ど
の
事
業
所
も
手
が
け

ま
す
。
一
方
、
近
所
の
喫
茶
店
に
お
茶
を
飲

み
に
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
近
隣
の
お
祭

【商品の質】 【組織（人材）の質】【商品の質】
仕事そのものへのやりがい

【組織（人材）の質】
自己実現が得られたとき

顧客満足が得られたとき チームマネジメントで
効果を得たとき

価値に相当した対価

シート３　仕事で幸せを感じるとき

環境因子環境因子

心身の健康 活 動 参 加

シート４　介護保険法の落とし穴
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り
に
参
加
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
金
は
払

え
ま
せ
ん
（
シ
ー
ト
４
）。

　

環
境
因
子
に
依
存
す
る
も
の
を
ど
う
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
か
は
、
課
長
の
腕
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
家
族
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
る
。
地
域
に
知
っ
て
も
ら
う
。
他
法

人
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
部
分
を
う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
で
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
一
歩
ず
つ
埋
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

専
門
職
と
し
て
の
介
護

　

お
医
者
さ
ん
が
資
格
を
と
っ
て
現
場
に
い

く
と
、
学
校
で
習
っ
た
以
上
の
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
教
科
書
と
現
実
の
違
い
に
驚

き
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
教
科
書
よ
り
現
場
の
ほ
う
が
、
実

際
の
価
値
が
高
い
か
ら
で
す
。

　

一
方
の
介
護
の
現
場
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

介
護
の
業
界
で
は
、
実
際
の
価
値
よ
り
教
科

書
の
価
値
の
ほ
う
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
学

校
で
教
え
て
い
る
と
、「
教
科
書
と
現
実
は

違
う
。
先
生
は
嘘
つ
き
だ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

生
徒
は
教
科
書
で
教
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
や

り
た
い
の
で
す
。
し
か
し
、
現
場
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
っ
か
り
し
て
、
心
が
折

れ
、
入
職
を
断
念
す
る
人
も
出
て
き
ま
す
。

　

介
護
の
現
場
で
は
、
教
科
書
よ
り
上
の
こ

と
を
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
全
体
的
に
最
低
限
度
の
と
こ
ろ
を
教

科
書
レ
ベ
ル
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
こ
が
出
発
点
で
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
介
護
を
選
ぶ
人
が
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
福
祉
の
専
門
学
校
の
現
場
で
学
生
た

ち
を
教
え
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
学
生
た
ち

を
教
え
て
い
る
な
か
で
、
介
護
現
場
で
働
き

た
い
と
思
っ
て
入
っ
て
き
た
学
生
に
現
実
を

知
ら
せ
た
り
夢
を
与
え
な
が
ら
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
育
て
、
送
り
出
し
て
い
る
の
か
。
そ

し
て
、
送
り
出
し
た
学
生
た
ち
を
ど
の
よ
う

に
支
え
て
い
る
の
か
を
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

介
護
福
祉
士
資
格
の
取
得
要
件

　

本
校
の
取
り
組
み
の
紹
介
に
入
る
前
に
、

介
護
福
祉
士
の
登
録
者
数
の
推
移
を
み
て
い

き
ま
す
。
介
護
福
祉
士
に
な
る
に
は
、
三
年

間
の
実
務
を
経
て
国
家
試
験
を
受
験
す
る
道

と
、
養
成
施
設
で
経
験
を
積
む
道
が
あ
り
ま

す
。
現
状
は
、
図
表
１
の
よ
う
に
国
家
試
験

で
取
得
す
る
人
が
多
い
状
況
で
す
。
本
校
も

今
の
と
こ
ろ
は
、
入
学
後
二
～
三
年
の
各
タ

イ
プ
の
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
国
家

試
験
を
受
け
ず
に
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。今
後
に
つ
い
て
は
、実
務
ル
ー

ト
の
場
合
は
ど
こ
か
の
段
階
で
研
修
と
い
う

形
で
の
学
び
を
経
験
し
て
か
ら
国
家
試
験
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
養
成

校
ル
ー
ト
に
は
国
家
試
験
の
受
験
を
義
務
づ

け
る
こ
と
で
、
資
格
の
取
得
要
件
を
統
一
す

る
形
に
変
わ
っ
て
き
ま
す（
図
表
２
）。
な
お
、

学
び
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
医
療
的
ケ
ア
の

専
門
的
な
こ
と
も
少
し
加
え
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
今
は
よ
く

「
養
成
校
の
学
生
さ
ん
っ
て
学
校
を
卒
業
し

て
も
何
も
で
き
な
い
ね
。
夜
勤
も
さ
せ
ら
れ

な
い
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
三
年
間
の
実
務
経
験
の
あ
る
人
と
比

べ
る
こ
と
自
体
、
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
を
言
わ
れ
る
度

に
、「
基
本
を
学
ん
で
『
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
』

と
い
う
卒
業
生
と
、
三
年
の
経
験
が
あ
る
人

を
同
じ
目
で
見
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
そ
の

後
の
伸
び
幅
と
か
基
本
概
念
の
理
解
度
あ
た

り
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
答
え
て
い
ま

す
。

減
少
傾
向
に
あ
る
充
足
率

　

介
護
福
祉
士
養
成
校
の
充
足
率
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
図
表
３
に
あ
る
通
り
、

二
〇
〇
六
年
に
は
七
一
・
八
％
だ
っ
た
充
足

率
が
、
一
番
低
い
〇
九
年
で
は
四
三
・
四
％

ま
で
減
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
何
故
な

の
か
。
介
護
現
場
に
三
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
な
ど
の
世
間
の
評
判
も
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は
大
学
が
全
入
時
代
に
入
っ
た

影
響
も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
校
の

先
生
が
進
路
指
導
を
行
う
際
、
ま
ず
勧
め
る

の
は
大
学
で
す
。
本
校
も
最
盛
期
は
一
学
年

＜事例報告２＞

介護人材を掘り起こし・育て・
送り出し・支える
～介護福祉士養成校として、地域資源として～

図表１　介護福祉士の登録者数の推移厚生労働省HPより
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一
六
〇
人
の
学
生
が
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い

う
時
期
は
終
わ
っ
た
感
が
あ
る
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
す
。
と
は
い
え
、
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
、
や
は
り
入
っ
て
く
る
人
た
ち
に
、

高
い
専
門
性
や
豊
か
な
発
想
性
も
含
め
た
育

成
を
し
て
い
く
こ
と
が
養
成
校
の
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
士
を
め
ざ
す
人
へ
の
支
援

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
本
校
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。
本
校
は
福
祉
の
総
合
養
成
校

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
専
門
職
の
人
材
を
育

て
て
い
ま
す
。
学
部
は
①
ケ
ア
ワ
ー
ク
②

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
④
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ワ
ー
ク
―
―
の
四
つ

で
構
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
資
格
を

定
め
て
い
ま
す
。
一
九
八
九
年
の
開
校
以
来
、

約
一
万
三
五
〇
〇
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
学
部
で
介
護
福

祉
士
を
め
ざ
す
人
材
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
と
進
路
担
当
教
員
向
け
に
進
学
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
高
校
訪
問
に
加
え
、
高
校
へ
の
出

前
授
業
で
福
祉
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
現
場
の
現

状
を
知
っ
て
も
ら
う
各
種
資
料
を
用
意
し
た

り
、
施
設
等
で
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る
場

面
を
映
像
に
収
め
て
き
て
観
て
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
現
場
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
う
試
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護

現
場
で
働
く
こ
と
に
不
安
を
覚
え
る
保
護
者

も
多
い
の
で
、
体
験
入
学
に
保
護
者
も
来
て

も
ら
っ
た
り
、
施
設
見
学
に
一
緒
に
行
く
こ

と
も
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
近
年
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
、

就
学
資
金
な
ど
で
悩
み
を
抱
え
る
学
生
や
、

年
齢
の
高
い
人
の
な
か
に
は
、
自
ら
働
い
て

学
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
学
び
た
い
と
考
え
る
人

も
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
の
た
め
に
、
昼

間
は
施
設
で
働
き
、
夜
は
学
校
に
行
く
よ
う

な
働
き
方
を
容
認
し
て
く
れ
る
施
設
と
連
携

し
た
「
ワ
ー
ク
＆
ス
タ
デ
ィ
制
度
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
学
校
に
は
実
習
と
か
さ
ま
ざ
ま

な
学
校
行
事
が
あ
り
、
休
ま
ね
ば
な
ら
な
い

場
面
が
で
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
実
習
期
間

は
長
い
と
き
で
一
カ
月
間
、
仕
事
を
休
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
採
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
施
設
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

対
話
の
時
間
を
多
く
取
る

　

本
校
の
介
護
福
祉
士
の
養
成
課
程
は
三
学

科
が
あ
り
（
図
表
４
）、
入
っ
て
く
る
学
生

像
は
多
様
で
す
。
介
護
福
祉
士
科
は
高
校
生

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
三
年
制
で
学
生

生
活
も
し
な
が
ら
比
較
的
ゆ
と
り
を
持
っ
て

介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
た
い
人
が
対
象

で
す
。
や
は
り
、
高
校
生
に
は
、
少
し
時
間

を
か
け
て
施
設
や
現
場
を
見
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
学
校
を
出
て
働
き
始
め
て
か

ら
、「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
三
年
間
で
実
習

も
含
め
、
い
ろ
い
ろ

な
形
で
外
に
出
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
が
現
場

に
行
く
と
、
い
ろ
い

ろ
な
現
場
が
あ
る
の

で
、
本
当
に
揺
れ
動

い
て
帰
っ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
私
た
ち

が
し
っ
か
り
支
え
て

あ
げ
な
い
と
、「
福

祉
の
現
場
っ
て
こ
ん

な
も
の
か
」
と
思

わ
れ
て
も
困
り
ま

す
。
例
え
ば
、
先
ほ

ど
の
飯
塚
さ
ん
の
お

話
に
あ
っ
た
よ
う
に

「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ

な
か
っ
た
」「
教
科

書
に
な
い
こ
と
ば
か

り
だ
っ
た
」
な
ど
と

図表２ 介護福祉士取得方法（今後）

●実務ルート ●養成校ルート

実務 年以上 養成施設卒業実務３年以上

+
実務者研修（４５０時間）

養成施設卒業

（大学・短大・専門学校）

（１８５０時間）実務者研修（４５０時間）

↓

国家試験受験

（１８５０時間）

↓

国家試験受験国家試験受験

↓

資格取得

国家試験受験

↓

資格取得資格取得

※４５０時間のうち５０時間は医療
的ケア

資格取得

※１８５０時間のうち５０時間は医
療的ケア

図図表３ 介護福祉養成校の現状
●介護福祉士養成施設（高校除外）は、大学・短大・専門学校

において４年 １年の課程があるにおいて４年～１年の課程がある。

●近年の定員充足率

年度 定員（人） 入学者（人） 充足率（％）

２００６（平成１８）年 ２６,８５５ １９,２８９ ７１．８

２００７（平成１９）年 ２６,０９５ １６,６９６ ６４．０

２００８（平成２０）年 ２５,４０７ １１,６３８ ４５．８

２００９（平成２１）年 ２２,７６１ ９,８７７（２,６７１） ４３．４【５５．１】

２０１０（平成２２）年 ２０,８４２ １１,８００（３,９７１） ５５．６【７５．７】

平成２１年度からの（ ）内は離職者訓練制度（介護福祉士養成コース）介護雇用プログラム入学者

但し平成２３年度介護雇用プログラムの計上なし

２０１１（平成２３）年 １９,８５８ １１,０４２（２,７１５） ５５．６【６９．３】

但し平成２３年度介護雇用プログラムの計上なし。

充足率【 】は職業訓練制度等による入学者数を加算した充足率 出所：厚生労働省社会援護局

図表４ 介護福祉士をめざす人材支援
本校における介護福祉士養成課程本校における介護福祉士養成課程

学科 修学年限
定員（ 学年）

特徴
定員（１学年）

介護福祉士実践科 昼間２年
６０名

午後フリーの時間
基本カリキュラム中心
離職者訓練制度等利用

介護福祉士科 昼間３年
６６名

３年次専攻科目中心カリキュラム
（認知症・障がい・在宅）６６名 （認知症 障がい 在宅）
現場での支援充実

介護福祉士科夜間課程 夜間３年
４０名

Ｗ＆Ｓ制度の活用
（昼間働いて夜学ぶ）４０名 （昼間働いて夜学ぶ）
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い
っ
て
戻
っ
て
き
た
ら
、
そ
う
い
っ
た
意
見

を
そ
の
ま
ま
放
置
し
な
い
で
、「
そ
う
だ
ね
。

じ
ゃ
あ
、
そ
れ
を
変
え
て
い
く
の
が
あ
な
た

た
ち
だ
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
変
わ
る
の
か

な
」
と
い
う
よ
う
に
対
話
の
時
間
を
多
く
取

り
な
が
ら
育
成
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

職
場
と
の
連
携
に
関
し
て
は
、
人
材
支

援
の
視
点
で
学
生
を
支
援
す
る
目
的
で

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
「
介
護
福
祉
養
成
実
習

施
設
指
導
者
特
別
研
修
」
を
行
い
、
実
習
先

の
介
護
福
祉
士
が
介
護
福
祉
養
成
校
か
ら
来

た
学
生
へ
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
や
支
援
の

仕
方
を
学
ぶ
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
後
三
年
間
で
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、

施
設
に
行
っ
た
学
生
た
ち
が
「
こ
う
言
わ
れ

て
し
ま
っ
た
」
と
か
「
泣
い
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
減
り
、「
こ
う
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
施
設
の
指
導
者

か
ら
指
導
さ
れ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」
な
ど
の
変

化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
今
は
心
と
体
の
不
安
を
訴
え
る

学
生
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
校

の
先
生
か
ら
よ
く
聞
く
の
は
、「
○
○
さ
ん

は
と
て
も
優
し
い
の
で
福
祉
の
仕
事
が
合
う

と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
て
勧
め
て
く
る
の
で

す
が
、
介
護
福
祉
士
の
仕
事
は
「
人
対
人
」

な
の
で
、
心
も
体
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
な

い
と
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
本
校
で
学
ぶ
間
に
、
現
場
で
頑
張
る

姿
も
見
せ
る
よ
う
に
し
て
、
心
と
体
の
ケ
ア

や
支
援
も
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
も
組
ん
で
い
ま
す
。

社
会
人
向
け
養
成
課
程
に
工
夫

　

一
方
、
介
護
福
祉
士
実
践
科
は
二
年
制
で

午
後
も
少
し
フ
リ
ー
に
し
て
あ
り
ま
す
。
三

分
の
二
が
社
会
人
で
、
と
く
に
マ
マ
さ
ん
が

多
い
。
母
親
が
子
供
を
保
育
園
に
預
け
て
、

保
育
園
に
行
っ
て
い
る
間
に
介
護
福
祉
士
の

勉
強
を
す
る
わ
け
で
す
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

も
い
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。

こ
の
人
達
は
将
来
、
自
分
が
職
業
を
持
ち
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

夜
間
課
程
は
三
年
制
で
す
が
、
昼
間
働
い

て
夜
学
ぶ
の
は
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
金
を
な
る
べ
く
確
保
す
る

た
め
に
、
例
え
ば
、
朝
七
時
の
早
番
か
ら

入
っ
て
四
時
ま
で
働
き
、
そ
の
後
で
学
校
に

来
て
六
時
か
ら
九
時
半
ご
ろ
ま
で
勉
強
す
る

と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
長
期
間
安
定
的
に
こ

な
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
高
校

生
よ
り
も
働
く
こ
と
へ

の
意
識
が
少
し
高
い
社

会
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

社
会
人
も
学
び
に
つ

い
て
不
安
を
抱
い
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
社
会

人
で
一
番
年
齢
が
高

か
っ
た
の
は
六
八
歳
の

人
で
し
た
が
、「
記
憶

力
が
な
い
の
で
、
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
本
校
で
は
、「
学

校
な
の
で
半
期
に
一
度

試
験
を
し
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
ま

だ
記
憶
が
新
し
い
短
い

単
位
で
試
験
を
繰
り
返

し
た
り
、「
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
後

送
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
時
に
し
っ
か

り
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を

採
っ
て
い
ま
す
（
図
表
５
）。

求
人
と
卒
業
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
尽
力

　

就
職
状
況
で
す
が
、
ま
ず
図
表
６
は
全
国

の
介
護
福
祉
士
養
成
校
に
お
け
る
卒
業
生
の

進
路
で
、
一
般
的
に
は
社
会
福
祉
施
設
に
就

職
す
る
学
生
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
訪
問

介
護
事
業
所
に
行
く
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
ち
ら
は
訪
問
介
護
事
業
所
を
自
分

た
ち
で
立
ち
上
げ
る
卒
業
生
も
多
く
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
就
職
の
カ
ギ
を
握
る
の
は

マ
ッ
チ
ン
グ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
、

卒
業
生
が
ど
う
い
っ
た
働
き
方
を
し
た
い
か

な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、

母
親
た
ち
の
場
合
、
子
供
が
い
る
の
で
夜
勤

が
で
き
な
い
人
が
多
い
わ
け
で
す
。
で
も
、

生
活
の
安
定
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
正
職
員

に
な
り
た
い
と
い
っ
た
希
望
を
出
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
求

人
票
だ
け
で
探
し
て
も
な
か
な
か
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や

私
た
ち
が
求
人
施
設
に
「
夜
勤
を
条
件
に
含

め
た
介
護
福
祉
士
を
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
こ
う
い
う
人
が
い
ま
す
。
将
来
的
に
は

で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
夜
勤
が

難
し
い
の
で
す
。
ま
ず
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

採
用
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

い
っ
た
よ
う
な
個
別
対
応
を
し
な
が
ら
、
就

図表６ 就職状況
■介護福祉士養成校（全国）における卒業生の進路

区分 年度 H１８ H１９ H２０ Ｈ２１ Ｈ２２

社会福祉施設の介護職員等 １０ ８５９人 ９ ６１８人 ６ ４０１人 ４ ４９７人 ４ ４１０人社会福祉施設の介護職員等 １０,８５９人
５８．０％

９,６１８人
５８．０％

６,４０１人
５６．０％

４,４９７人
５７．０％

４,４１０人
５４．０％

社会福祉関係機関 ２２５人
１ ０％

２２３人
１ ０％

１９７人
２ ０％

１０９人
１ ０％

１４４人
２ ０％１．０％ １．０％ ２．０％ １．０％ ２．０％

介護老人保健施設 ３,３４８人
１８．０％

２,７６９人
１７．０％

１,７８６人
１５．０％

１,３９８人
１８．０％

１,２９９人
１６．０％

１関機療医 ,３６２人
７．０％

１,０３７人
６．０％

６７３人
６．０％

４３４人
５．０％

４９５人
６．０％

そ 他その他 ３,１０６人
１６．０％

２,９４２人
１８．０％

２,４７６人
２１．０％

１,４９８人
１９．０％

１,８６４人
２２．０％

介護福祉士養成施設協会資料より

図表５　学び
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今
日
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
立
場
か
ら
の
事

例
発
表
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
が
受
託
し

て
い
る
福
祉
・
介
護
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化

事
業
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
機
能
の
概
観
と
、
求

職
者
や
事
業
所
に
寄
り
添
い
な
が
ら
学
校
や

事
業
所
な
ど
と
一
緒
に
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

福
祉
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
役
割

を
担
う

　

ま
ず
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
概
観
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
社
会

福
祉
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
民
間

の
福
祉
団
体

で
、
社
会
福

祉
従
事
者
の

方
々
へ
の
研

修
と
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
な

ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
人

材
セ
ン
タ
ー

も
同
じ
く
社

会
福
祉
法
の

な
か
で
規
定

さ
れ
て
い
て
、

都
道
府
県
知

事
か
ら
指
定

を
受
け
て
い

る
一
セ
ク

シ
ョ
ン
、
一

事
業
と
捉
え

て
く
だ
さ
い
。

人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業

は
、
福
祉
施

設
の
事
業
所

か
ら
求
人
情

報
の
登
録
を

受
け
付
け
る

と
と
も
に
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
求
職
者
を
結
び
つ
け
ま
す
。
採
用
、

就
職
を
支
援
す
る
形
で
、
い
わ
ば
福
祉
版
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
考
え
れ
ば
一
番
わ
か
り
や
す

い
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
、
本
来
業
務
も
両
者
を
結
び
つ
け
る

合
同
面
接
会
と
か
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
開
催
、
窓
口
で
の
相
談
対
応
な
ど
を
す
べ

て
結
び
つ
け
て
、
最
終
的
に
は
無
料
職
業
紹

職
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
校
が
地
域
支
援
と
し
て
行
っ

て
い
る
再
就
職
の
委
託
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。
本
校
が
あ
る
東
京
都
江
戸
川
区
は
人

口
が
約
六
七
万
人
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は

一
八
・
一
％
で
す
が
、
区
内
の
訪
問
介
護
事

業
所
は
一
一
九
も
あ
り
ま
す
。
区
で
は
、
こ

の
訪
問
介
護
事
業
所
で
働
く
人
が
大
き
く
不

足
し
て
い
る
た
め
、
養
成
校
と
区
が
協
力
し

て
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。
四
〇
人
の
定

員
で
、
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
知
識
を
再
度
、

身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
現
状
は
参
加
者
が

毎
回
多
く
て
二
〇
人
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ
が
江

戸
川
区
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
か
と
い
う
と

非
常
に
疑
問
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
、
や

は
り
受
講
者
の
年
齢
層
が
高
い
こ
と
と
施
設

の
働
く
部
分
が
見
え
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
れ
か
ら
は
、

た
だ
知
識
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
の

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
施
設
に
も
行
っ
て
現

場
を
見
る
こ
と
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

＜事例報告３＞

地域における事業者、学校、
人材の地道な関係づくり
　

●求人事業所のニーズ把握●求人事業所のニーズ把握
●適性にあった就職支援
●定着支援
●効果的なマッチング

○福祉・介護分野への

福祉人材センター

① 無料職業紹介

求人登録
相談

求職登録○福祉・介護分野への
就業を希望する人

○福祉・介護の仕事に
興味 ある

①
② 就職フェアの開催
③ 研修・セミナーの開催
④ 就業や資格取得等に関する

相談対応

求職登録
相談

⑤ 施設訪問

ニーズ把握
人材紹介興味のある人

○福祉施設・事業所
経営法人

○従事者など

⑤ 施設訪問
⑥ 職場づくりに関する指導・助言
⑦ アドバイザーの派遣
⑧ 潜在的有資格者の掘り起こし
⑨ 就業支援機関等との密接な連携

人材紹介

定着支援

キャリア支援専門員
（求職者に対するマンツーマン支援）

⑨ 就業支援機関等 密接な連携
⑩ 就業後のフォロー（定着支援）

経営支援
派遣

定着支援

効果的なマッチング

後追

効果的なマッチング

求職者 福祉の職場

アドバイザー
による

経営支援

適性にあった
就職支援

就業後の
後追い

図表１　埼玉県社会福祉協議会　福祉人材センター（福祉・介護マッチング機能強化事業）
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介
事
業
と
し
て
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

も
の
で
し
た
。
そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
さ

ら
に
強
化
す
る
た
め
、
現
在
で
は
、
福
祉
・

介
護
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
事
業
を
受
託
し

て
い
る
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
・
介
護
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
事
業

と
し
て
受
け
て
い
る
部
分
は
図
表
１
の
赤
で

囲
っ
た
部
分
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員

を
配
置
し
て
求
人
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
求
職
者
の

適
性
な
ど
も
見
極
め
た
う
え
で
、
就
職
、
採

用
に
結
び
つ
け
て
い
く
。
さ
ら
に
、
こ
の
事

業
の
中
に
は
、
就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
や
定
着

支
援
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

前
身
の
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
事
業
を
受
託
し
た
二
〇
〇
九
年
一
一
月
か

ら
昨
年
度
ま
で
の
実
績
は
図
表
２
の
通
り
で

す
。
〇
九
年
度
当
時
の
採
用
人
数
は
七
〇
五

人
で
し
た
が
、
二
〇
一
一
年
度
の
採
用
人
数

は
一
五
一
六
人
と
二
倍
強
の
実
績
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
な
活
動

指
標
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
お
話
し
た
キ
ャ
リ

ア
支
援
専
門
員
を
中
心
と
し
た
職
員
・
相
談

員
な
ど
の
活
動
実
績
を
載
せ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
各
事
業
所
へ
の
訪
問
は
年
間
五
七
〇
回

を
数
え
ま
す
。

介
護
職
員
の
養
成
・
確
保
も

　

今
回
は
介
護
職
員
の
安
定
的
な
確
保
と

い
っ
た
大
き
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

介
護
職
員
の
養
成
確
保
の
括
り
で
、
埼
玉
県

高
齢
介
護
課
か
ら
受
託
し
た
二
つ
の
事
業
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す

（
図
表
３
）。

　

ま
ず
、
介
護
職
員
養
成
確
保
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
介
護
資
格
を
持
た
な
い
失
業

者
が
介
護
現
場
で
働
き
た
い
と
の
希
望
を
有

す
る
人
を
、
介
護
保
険
施
設
が
介
護
職
と
し

て
雇
用
し
た
場
合
に
、
六
カ
月
間
の
人
件
費

を
委
託
費
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。
対

象
者
に
は
そ
の
間
、
介
護
職
と
し
て
の
基
礎

知
識
と
技
術
を
現
地
で
実
習
し
な
が
ら
、
訪

問
介
護
員
養
成
研
修
二
級
課
程
の
受
講
支
援

を
事
業
所
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。
昨
年
度
は
一
八
五
人
の
雇
用
が

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
発
生
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
新
た

に
介
護
現
場
を
離
れ
て
い
る
潜

在
的
な
有
資
格
者
を
対
象
と
し
た
介
護
人
材

定
着
推
進
事
業
も
受
託
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
、
対
象
者
と
雇
用
契
約
を
結
ん
だ
事
業

所
に
対
し
、
私
ど
も
県
社
協
と
委
託
契
約
を

結
ん
で
三
カ
月
間
の
人
件
費
相
当
分
を
委
託

費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。
こ
の
間
の
職
場
内

研
修
は
当
然
、
事
業
所
が
行
う
わ
け
で
す
が
、

し
ば
ら
く
現
場
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
と
で
不

安
を
持
つ
方
も
い
る
の
で
、
本
会
が
実
施
す

る
介
護
技
術
に
関
す
る
職
場
外
研
修
を
受
講

さ
せ
る
こ
と
で
就
労
後
の
定
着
を
進
め
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
三
密
着
」
に
こ
だ
わ
る

　

今
年
度
の
事
業
の
実
施
体
制
な
ど
に
つ

い
て
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
埼
玉
県
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
事
業
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
求
職
者
、

求
人
事
業
所
、
地
域
に
密
着
（
こ
の
三
つ
に

密
着
す
る
こ
と
を
「
三
密
着
」
と

称
す
る
）
し
、
福
祉
人
材
の
確
保
、

定
着
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
」
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
三
密
着
に
こ
だ

わ
っ
て
活
動
し
て
い
く
ほ
か
、「
高

校
生
を
含
む
学
生
の
就
職
支
援
を

強
化
す
る
」
こ
と
と
「
事
業
所
等

関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
に
よ

る
福
祉
啓
発
を
推
進
す
る
」
こ
と

も
併
せ
て
、
三
つ
の
方
針
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
実
際
に
求
職
者
、
事
業

所
、
地
域
へ
の
三
密
着
に
こ
だ

わ
っ
た
就
職
・
採
用
支
援
を
ど
う

や
っ
て
い
る
か
。
過
去
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
二
〇
〇
九
年
度

以
前
は
、
求
人
・
求
職
者
と
も
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
か
ら

2009年度 2010年度 2011年度

７０５ １ ２１９ １ ５１６， ，

求職者数 ２，９１６ ３，０００ ４，０２３

求人数 ８，２６３ ７，５０９ ８，５６３

主な活動指標

事業所訪問 ５７０件 サテライト相談 相談９８８人、登録２

福祉系養成校出前講座 開催 １８回
参加４８７人

室の開設 ６０人

移動相談会 開催１４０回、参加８
０４人就業支援機関出前講座 開催 １０回

参加２９３人

アドバイザー派遣 ２７回

合同面接会 開催５回、２６８事業
所、参加１，１０９人

福祉施設合同見学会 開催 ２回
参加 ４４人

３９

地域密着型面談
会

開催５回
参加３１１人

福祉施設個別見学会 開催 回
参加 ６７人

採用人数 ， ，

介護職員養成確保事業

対象者 介護資格を持たない失業者
で 介護現場で働く意欲があ

介護人材定着推進事業

対象者 介護現場を離れた潜在的有
で、介護現場で働く意欲があ
る求職者（約１５０人）

資格者（約１００人）

内 容 介護保険施設等が介護職と
して雇用し、６ヶ月間介護職
としての基礎知識と技術を習

内 容 介護保険施設等が介護職と
して雇用し、３ヶ月間の職場
内研修を実施するとともに、

得させ、訪問介護員養成研
修２級課程の受講支援を行
い、就労定着を進める

介護技術に関する職場外研
修に参加させ、就労定着を
進める

備 考 平成２３年度実績１８５人 備 考 新規事業

図表３　介護職員の養成確保　

図表２　2011年度実績

図表４　求職者、事業所、地域への“３密着”
にこだわった就職・採用支援

、

１ サテライト相談室の開設

２ キャリア支援専門員を中心とした個別支援

３ 地域密着型就業支援事業

（ハローワーク等での移動相談会、地域密着型面談会）

４ 「福祉の仕事」学校教育連携事業
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県
南
地
域
が
中
心
で
し
た
。
先
述
の
福
祉
・

介
護
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
受
託
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
（
当
時
六
人
）
を
配

置
し
、
県
内
を
地
区
割
り
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が

担
当
地
区
を
持
っ
て
事
業
所
な
ど
に
足
し
げ

く
訪
問
活
動
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
、
求
職
者
、

事
業
者
双
方
、「
近
い
と
こ
ろ
に
就
職
し
た

い
し
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
を
採
用
し
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
非
常
に
多
く
聞
こ
え
て

き
て
、
地
域
密
着
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
同
時
に
、
求
職
者
と
事
業
所
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
今
ま
で
以
上
に
両

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か

と
、
三
密
着
の
発
想
が
生
ま
れ
て
き
た
わ
け

で
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
を
中
心

と
し
た
個
別
支
援

　

そ
う
い
っ
た
経
緯
も
踏
ま
え
て
、
今
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に
近
い
今
年
度
の
主

立
っ
た
事
業
は
図
表
４
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
室
の
開
設
で
す
。

こ
れ
は
、
先
ほ
ど
の
県
南
地
域
に
限
ら
れ
て

い
る
状
況
で
利
用
状
況
に
非
常
に
格
差
が
あ

る
な
か
で
、
二
〇
一
一
年
度
は
川
越
と
熊
谷

に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
こ
の
事
業
自
体
の
肝
で
も
あ

る
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
を
中
心
と
し
た
個

別
支
援
で
、
求
職
者
へ
の
対
応
と
事
業
者
へ

の
対
応
を
分
け
て
い
ま
す
。

　

求
職
者
の
特
徴
と
し
て
は
、
個
別
支
援
が

必
要
な
の
は
中
高
年
層
の
人
が
多
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
若
目
の
年
齢
層
の
人
は
、
比
較

的
専
門
員
や
窓
口
の
相
談
員
が
あ
ま
り
手
を

か
け
な
く
て
も
就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
他
方
、
中
高
年

層
の
方
は
、「
就
職
に
有
利
ら
し
い
と
聞
い

た
の
で
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の
資
格
を
取
り
ま
し

た
」
と
か
「
介
護
の
基
礎
研
修
の
課
程
を

受
講
し
ま
し
た
」
と
い
う
人
が
非
常
に
多
い
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
人
の
多
く
は
未
経
験
者

で
、
福
祉
職
の
職
場
を
探
し
て
い
て
も
す
ご

く
不
安
を
感
じ
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
模
擬
面

接
な
ど
の
対
応
も
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

専
門
員
か
ら
よ
く
聞
く
話
で
、「
不
景
気

が
長
く
続
い
て
い
る
な
か
で
、
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
面
接
を
受
け
ま
し
た
が
全
然
採
用
に

な
ら
な
く
て
、
や
む
な
く
福
祉
へ
、
と
い

う
感
じ
の
人
が
非
常
に
多
い
」
と
聞
き
ま

す
。
そ
う
い
う
人
に
関
し
て
は
、「
な
ぜ
介

護
職
な
の
か
。
な
ぜ
福
祉
な
の
か
」
福
祉
以

外
の
選
択
肢
も
含
め
て
、
専
門
員
が
一
緒
に

な
っ
て
話
し
合
い
、
結
果
的
に
他
業
種
に
就

職
し
た
人
も
い
ま
す
。
逆
に
、
専
門
員
の
方

が
事
業
者
に
何
度
も
何
度
も
話
を
持
っ
て
い

き
、「
こ
の
人
は
介
護
の
経
験
は
な
い
け
れ

ど
、
人
物
は
凄
く
い
い
人
だ
か
ら
会
っ
て
み

て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
同
行
訪
問
な
ど

し
て
就
職
に
結
び
つ
き
、
最
終
的
に
フ
ロ
ア

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
人
も
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

他
方
、
事
業
所
へ
の
支
援
の
ひ
と
つ
と
し

て
は
、
求
職
者
が
集
ま
ら
な
い
場
合
の
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
施
設
が

ど
う
こ
う
と
い
う
以
前
に
、
地
域
性
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。
条
件
的
に
は
他
の
事
業
所
と

変
わ
ら
な
い
内
容
で
求
人
票
を
出
し
て
も
、

一
向
に
職
員
募
集
に
人
が
来
な
い
と
い
う
事

業
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
に
隣
接
し
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
も
、
人
材
が
全
部
東
京
に
流
れ
て
い
く

悩
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
所
に
聞

く
と
、「
集
ま
ら
な
い
以
上
は
人
材
派
遣
に

頼
む
し
か
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
事
業
所
も
か
な
り
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
に
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ど
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
正
直
、

期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
例
え
ば
人
材
派
遣
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
な
東
京
と
隣
接
す
る
地
区

で
も
、
そ
の
事
業
所
の
通
勤
圏
内
に
住
む
人

で
、
な
る
べ
く
事
業
所
が
求
め
て
い
る
条
件

に
近
い
人
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
そ
う
い

う
人
た
ち
に
メ
ー
ル
や
電
話
、
専
門
員
が
一

人
ひ
と
り
会
っ
て
話
を
し
て
、
そ
の
な
か
で

順
次
紹
介
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
、

実
際
に
現
場
を
知
ら
な
い
人
も
非
常
に
多
い

わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち

に
、
障
が
い
者
の
事
業
所
や
高
齢
者
施
設
な

ど
の
現
場
を
見
る
機
会
を
提
供
す
る
バ
ス
ツ

ア
ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
に
関
し
て
は
、
う
ま
く
行
か
な
け

れ
ば
、
他
の
人
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
同
じ

よ
う
に
全
員
と
面
談
し
て
売
り
込
ん
で･･･

と
い
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
人
材
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
自
体
を
別
の
事
業
も
含
め
て
紹

介
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
し
、
身
近
な
存

在
と
し
て
意
識
し
て
も
ら
え
る
関
係
づ
く
り

も
で
き
る
し
、
理
解
も
深
ま
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
結
局
、
求
職
者
、
事
業
所
双
方
と
も
、

や
は
り
一
人
ひ
と
り
、
一
カ
所
一
カ
所
、
顔

を
合
わ
せ
て
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
や
学
校
と
も
密
接
な
連
携
を

　

三
つ
目
の
地
域
密
着
型
就
労
支
援
事
業
も

サ
テ
ラ
イ
ト
と
同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
で
、

浦
和
の
人
材
セ
ン
タ
ー
の
本
所
に
拠
点
を
構

え
て
い
る
だ
け
で
は
、
求
職
者
の
掘
り
起
こ

し
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
新
規
開
拓
に
向
け

て
県
内
各
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
年
間
に
数

十
回
の
頻
度
で
尋
ね
た
り
、
相
談
会
も
毎
月

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
四
点
目
と
し
て
、「
福
祉
の
仕

事
」
学
校
教
育
連
携
も
あ
り
ま
す
。
福
祉
系

の
養
成
校
と
は
連
絡
会
議
を
も
っ
て
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
高
校
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
昨
年
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
内
容
は
高
校
生
向
け
の
福
祉
の

仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
施
設
見
学
、
進
路
指
導

の
先
生
方
と
施
設
の
先
生
方
の
懇
談
会
な
ど

の
開
催
で
す
。
今
年
の
参
加
は
高
校
二
三
校
、

施
設
二
九
所
で
す
。
実
数
と
し
て
少
な
い
と

感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
参
加
高
校
は

昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
う
え
、
参
加
さ
れ
て

い
る
学
校
、
施
設
か
ら
は
非
常
に
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
に
関
し
て
は
、
即
就
職
に
結
び
つ

く
と
い
う
こ
と
は
、
正
直
、
あ
ま
り
期
待
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
高
校
の
段
階
で
、
福
祉
の

仕
事
の
理
解
を
も
う
少
し
深
め
た
う
え
で
、

高校や施設の先生と懇談会を開き、連携を図っている。
（埼玉県社会福祉協議会提供）
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将
来
の
進
学
と
か
就
職
に
つ
な
が
る
よ
う
な

流
れ
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
味
で

事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
る
も
の
で
す
。

中
高
年
や
未
経
験
者
へ
の 

さ
ら
な
る
支
援
も

　

事
業
の
基
本
方
針
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
に
、
今
後
の
事
業
展
開
に
向
け
た
課
題

を
お
話
し
ま
す
。
現
在
、
求
職
登
録
者
が
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
人
材
セ
ン
タ
ー
の
有

効
求
人
倍
率
が
三
月
は
一
・
八
一
だ
っ
た
の

が
八
月
に
は
三
・
三
九
に
跳
ね
上
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

求
職
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
は
、
な
か
な
か
就
職
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
中
高
年
や
有
資
格
未
経
験
者

を
、
ど
う
に
か
し
て
就
職
に
結
び
付
け
て
い

く
た
め
の
事
業
展
開
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
し
、
対
象
職
種
、
対
象
地
域
を
一

層
特
化
し
た
形
で
の
取
り
組
み
も
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
中
高
年
層
に
限
っ
た
就
職

面
接
会
を
し
て
み
る
と
か
パ
ー
ト
に
絞
っ
た

就
職
面
接
会
を
や
っ
て
み
る
と
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
な
か
の
要
望
に
合
わ
せ
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
で

は
、
就
業
支
援
機
関
も
当
然
で
す
し
学
校
、

養
成
校
、
高
校
、
経
営
者
協
議
会
と
か
老
人

福
祉
施
設
協
議
会
な
ど
と
も
、
一
層
力
を
合

わ
せ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
厳

し
い
状
況
が
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を

踏
襲
し
、
求
職
者
、
事
業
所
と
も
顔
を
合
わ

せ
た
関
係
性
を
築
き
な
が
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
制

度
を
よ
り
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
日
は
リ
ク
ル
ー
ト
が
講
談
社
と
一
緒
に

介
護
業
界
の
採
用
・
定
着
・
戦
力
化
の
支
援

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ 
Ｍ

Ａ
Ｎ
！
●
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の

「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ 

Ｍ
Ａ
Ｎ
！
」
は
、
講
談
社
が
出

版
し
て
い
る
介
護
職
を
主
人
公
に
し
た
漫
画

「
ヘ
ル
プ
マ
ン
！
」
か
ら
き
て
い
ま
す
。
学

生
に
介
護
業
界
の
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
形
成

す
る
に
は
、「
映
像
や
テ
キ
ス
ト
情
報
で
は

な
く
漫
画
が
一
番
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
！
」

と
い
う
こ
と
で
講
談
社
と
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
何
故
、
リ
ク
ル
ー
ト
が
介
護
業
界

の
支
援
を
行
う
の
か
？
と
い
う
疑
問
は
残
る

と
思
い
ま
す
。
リ
ク
ル
ー
ト
は
就
職
支
援
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
リ
ク
ナ
ビ
」
や
就
職
イ
ベ
ン

ト
で
学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
を
し
て
い
ま

す
が
、
①
就
職
活
動
の
長
期
化
②
多
く
の
未

内
定
者
③
就
職
・
採
用
活
動
の
社
会
的
コ
ス

ト
④
大
手
企
業
と
中
小
企
業
の
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
な
ど
の
問
題
が
、
現
在
も
社
会
問
題
と
し

て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
七
つ
の
約
束
」
を
宣
言

　

こ
の
よ
う
な
社
会
問
題
に
対
し
私
た
ち
は

「
七
つ
の
約
束
」
を
宣
言
し
問
題
解
決
に
取

り
組
む
事
に
し
ま
し
た
（
図
表
１
）。
七
つ

の
中
で
も
特
に
①
②
⑥
番
目
の
約
束
か
ら
介

護
業
界
を
支
援
す
る
事
を
腹
決
め
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

図
表
２
は
介
護
業
界
に
対
す
る
私
た
ち
の

取
り
組
み
を
マ
ッ
プ
に
し
た
も
の
で
す
。
一

番
下
か
ら
始
ま
る
の
で
す
が
、
活
躍
人
材
の

採
用
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
状
態
を
つ
く
り
、

採
用
し
た
人
が
定
着
し
て
活
躍
す
れ
ば
、
最

終
的
に
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
「
世
界
に
誇
れ
る

日
本
の
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
今
日
は
こ
の
マ
ッ
プ
の
①

「
業
界
へ
の
正
し
い
理
解
・
イ
メ
ー
ジ
形
成
」

と
②
「
活
躍
人
材
を
採
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
」

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

漫
画
「
ヘ
ル
プ
マ
ン
！
」
と 

タ
イ
ア
ッ
プ

　

ま
ず
最
初
は
①
イ
メ
ー
ジ
形
成
で
す
。
漫

画
「
ヘ
ル
プ
マ
ン
！
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

冊
子
を
つ
く
っ
て
リ
ク
ル
ー
ト
の
就
職
イ
ベ

ン
ト
で
無
料
で
配
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

学
校
に
は
直
接
お
送
り
し
て
い
ま
す
し
、
介

護
事
業
者
向
け
の
勉
強
会
で
も
使
用
し
て
い

ま
す
。
冊
子
だ
け
で
は
届
け
る
先
が
限
ら
れ

る
の
で
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ 

Ｍ
Ａ
Ｎ
！
●
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
」
の
サ
イ
ト
も
立
ち
上
げ
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
も
連
動
さ
せ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、「
次
代
の
介
護

を
創
る
四
四
人
（
発
言
時
）」
と
い
う
こ
と
で
、

順
次
取
材
を
し
な
が
ら
現
場
で
活
躍
さ
れ
て

＜事例報告 4 ＞

ＨＥＬＰ ＭＡＮ！●ＪＡＰＡＮプロジェクト
～若者が活躍できる産業として～

①入社後の活躍を期待できる出会いを創造します

②若い人たちが働く機会の拡大、ミスマッチの解消に努めます

③学業と両立できる就職活動を実現します

④就職活動にかかる学生の負担を軽減します

⑤将来を考える学生に、オープンな機会を提供します

⑥産業界が求める人材像を明らかにし、学生、大学に発信します

⑦国を超えた就職・採用活動を促進します

図表１　リクナビ「７つの約束」　※2010年9月28日



特集―介護職場における人材確保

Business Labor Trend 2012.11

17

い
る
人
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
介

護
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
」
と
い
う
こ
と
で
世
界

が
日
本
の
介
護
に
注
目
し
て
い
る
事
実
を
伝

え
て
い
ま
す
。
他
に
も
、「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ

Ｆ
Ｏ
」
で
介
護
業
界
の
デ
ー
タ
や
漫
画
の
紹

介
、
介
護
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
業
界
は
、
残
念
な
が
ら
悪
い
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
し
て
い
る
一
部
の
事
業
者
が
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
業
界
す
べ

て
が
悪
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
頑
張
っ
て
進
化
を

生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
人
材
や
事

業
者
に
注
目
し
て
、
社
会
に
発
信
す
る
こ
と

で
業
界
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
は

な
く
ト
ッ
プ
ア
ッ
プ
（
図
表
３
）。
民
間
な

の
で
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
光

を
当
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

丁
寧
に
情
報
発
信
す
れ
ば 

介
護
の
魅
力
は
伝
わ
る

　

毎
年
約
六
○
万
人
の
学
生
に
リ
ク
ナ
ビ
を

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う

情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た

今
後
は
、
数
百
万
人
の
就
職
・
転
職
希
望
者

が
見
て
い
る
「
は
た
ら
い
く
」「
タ
ウ
ン
ワ
ー

ク
」「
と
ら
ば
ー
ゆ
」
な
ど
転
職
メ
デ
ィ
ア

で
も
情
報
発
信
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、「
リ
ク
ナ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
い

う
学
生
参
加
型
の
双
方
向
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
番
組
を
や
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
世
界

最
高
齢
を
誇
れ
る
国
へ　

日
本
の
未
来
産
業

を
語
ろ
う
」。ス
タ
ジ
オ
か
ら
発
信
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
対
し
て
、
学
生
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
で
本
音
を
ガ
ン
ガ
ン

打
ち
込
ん
で
く
る
。
打
ち
込
ん
だ
コ
メ
ン
ト

に
対
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
で
取
り
上
げ
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
返
す
と
い
う
よ
う
な
形
で
や
り
ま

し
た
。
図
表
４
が
番
組
で
「
介
護
業
界
で
働

く
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
」
と
尋
ね

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
す
。
ス
タ
ー
ト
時

に
は
「
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
」「
皆

目
見
当
も
つ
か
な
い
」
が
半
分
近
く
を
占
め

て
い
ま
し
た
が
、
終
了
時
に
は
ほ
と
ん
ど
の

学
生
に
介
護
業
界
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
も
ら
え
ま
し
た
。
参
加
者
の
半
分
以
上
は

福
祉
を
学
ん
で
い
な
い
一
般
学
生
で
す
。
丁

寧
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
「
介
護

の
魅
力
は
伝
わ
る
」
と
い
う
事
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
札
幌
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
で

介
護
業
界
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

や
り
ま
し
た
。
参
加
学
生
は
五
○
人
。
福
祉

を
学
ん
だ
学
生
は
二
人
の
み
で
ほ
と
ん
ど
が

一
般
学
生
で

し
た
が
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

の
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を

と
っ
た
ら
、

介
護
業
界
へ

の
志
望
度
が

上
が
っ
た
人

が
七
五
％
に

達
し
ま
し
た
。

丁
寧
に
情
報

発
信
し
た
り

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

す
れ
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
リ
ア

ル
で
も
介
護

の
魅
力
は
伝

わ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し

た
。

介護業界を当たり前のように職業選択の１つとして捉え、
誇りを持って仕事に取り組むことができる社会を創造する。

職場の活性化

世界に誇れる
日本のケアビジネスへ

誇りを持って仕事に取り組むことができる社会を創造する。

人材の活躍

職場の活性化
モチベーション向上

サービスレベルの向上

人材の定着

人材の活躍 サ ビスレベルの向上

ご利用者 ご家族の

業界と介護職の
職業ステータスの向上

活躍人材の採用

人材の定着 ご利用者、ご家族の
満足・笑顔の増加

活躍人材の採用

①業界への正しい理解・イメージ形成①業界への正しい理解・イメージ形成
②活躍人材を採用するノウハウ

HELP MAN! JAPANはHELP MAN! ● JAPANは、
進化を生み出す原動力となる
人材 事業者に注目し

注目

人材、事業者に注目し、
社会に発信していきます。

×ボトムUP×ボトムUP
◎トップUP◎トップUP

悪いイメージを
形成している事業者形成している事業者

図表３　HELP�MAN！●JAPANのスタンス

図表２　実現したい世界

＜スタート時＞ ＜終了時＞

2 , 2% 1 , 1%2 , 2%

＜スタ ト時＞ ＜終了時＞

どちらとも
言えない

皆目見当もつかない

13 , 11%
11 , 10%

4 , 3%

19 , 18%

25 23%

言えない

25
 

, 23%

イメージ
できる

40 , 35%

41 , 35%

ややイメ ジできる

あまりイメージ
できない

ややイメージ
できる

58 , 54%

ややイメージできる

7 , 6%

58 , 54%

どちらとも
言えない

図表４　アンケート「介護業界で働くということがイメージできますか？」
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福
祉
業
界
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
数

の
推
移

　

図
表
５
は
二
○
一
一
年
卒
～
二
○
一
三
年

卒
（
予
定
）
の
学
生
の
福
祉
業
界
へ
の
エ
ン

ト
リ
ー
の
件
数
の
推
移
で
す
。
二
○
一
三
年

卒
（
予
定
）
は
去
年
よ
り
下
が
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
就
職
協
定
の
絡
み
で
二
カ
月

分
、
学
生
の
活
動
期
間
が
減
っ
て
い
る
た
め

に
総
数
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
産
業
共
通
の
傾
向
で
す
。
し
か
し
、
下
の

グ
ラ
フ
の
全
エ
ン
ト
リ
ー
に
占
め
る
福
祉
業

界
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
比
率
は
上
が
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
活
動
の
総
数
は
減
っ
て
い
て

も
、
福
祉
分
野
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
増
え

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
業
界
の
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
福
祉
関
連
は
二
○
一
一
年
卒
の
九
三
位

か
ら
昨
年
は
八
一
位
、
今
年
は
七
八
位
と
少

し
ず
つ
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

活
躍
人
材
の
要
件
を
調
査

　

次
に
、
活
躍
人
材
を
採
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

で
す
。
活
躍
人
材
を
採
用

す
る
に
も
介
護
業
界
で
活

躍
で
き
る
人
材
の
要
件
が

分
か
ら
な
い
と
手
が
打
て

な
い
の
で
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
最
大
手
の
ベ
ネ
ッ

セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
の
協
力

を
得
て
活
躍
人
材
の
要
件

を
調
べ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
２
と
い
う

性
格
検
査
を
用
い
た
と
こ

ろ
、
日
本
人
の
代
表
的
な

六
タ
イ
プ
（
図
表
６
）
の

中
の
「
慎
重
・
繊
細
」
タ

イ
プ
に
波
形
が
ピ
ッ
タ
リ

合
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

日
本
人
の
一
三
・
四
％
に

当
た
る
慎
重
・
繊
細
タ
イ

プ
の
人
は
介
護
業
界
で
活

躍
で
き
ま
す
。
慎
重
・
繊

細
タ
イ
プ
「
だ
け
」
が
活

躍
で
き
る
の
で
は
な
く

て
、
慎
重
・
繊
細
タ
イ
プ

の
人
に
と
っ
て
は
介
護
業

界
は
働
き
や
す
い
職
場
で

あ
る
と
い
う
事
が
ベ
ネ
ッ

セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
の
お
陰

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
約
六
○

万
人
の
学
生
が
卒
業
す
る
と
し
て
、
そ
の

一
三
・
四
％
の
約
八
万
人
が
活
躍
で
き
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

活
躍
人
材
の
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ

　

活
躍
人
材
を
採
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い

て
は
、「
こ
の
よ
う
に
工
夫
し
た
ら
採
用
で

き
ま
し
た
」
と
い
う
事
例
を
取
材
し
て
ノ
ウ

ハ
ウ
と
し
て
配
っ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は

「
学
生
目
線
で
自
分
の
施
設
を
見
な
お
す
こ

と
」
と
「
新
卒
採
用
は
経
営
そ
の
も
の
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
経
営
が
よ
く
な
ら
な
け
れ

ば
採
用
成
功
で
き
る
わ
け
が
な
い
の
で
、
採

用
成
功
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ま
ず
経
営
を
磨

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
で
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ
勉
強
会
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
採
用

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
の
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
３
Ｃ
の
フ
レ
ー
ム
で
採
用
活
動
を
考

え
る
②
企
業
広
告
と
求
人
広
告
は
別
物
な
の

で
、
採
用
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用

意
す
る
③
自
法
人
の
「
ら
し
さ
」
を
磨
き

ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
最
重
要
―
―
な

ど
の
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ご
希

望
が
あ
れ
ば
全
国
ど
こ
で
も
参
り
ま
す
の
で

（kadono@
r.recruit.co.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

定
着
・
戦
力
化
に
は
初
心
・ 

最
初
の
三
カ
月
・
同
期
の
絆

　

定
着
・
戦
力
化
力
を
Ｕ
Ｐ
す
る
に
は
、
採

用
力
を
上
げ
る
事
が
一
番
重
要
で
す
。
選
ん

で
学
生
を
採
れ
ば
、
そ
の
学
生
は
自
分
の
と

こ
ろ
に
合
っ
た
学
生
で
す
。
な
お
か
つ
学
生

が
選
ん
で
く
れ
て
い
る
の
で
、
学
生
に
と
っ

て
も
い
い
事
業
所
の
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、

定
着
・
戦
力
化
し
や
す
い
。
多
く
の
事
業
者

は
採
用
力
が
な
い
の
で
、「
選
べ
ず
に
」
来

た
人
を
採
っ
て
、
結
果
、
定
着
・
戦
力
化
せ

ず
に
辞
め
て
い
く
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
定
着
・
戦
力
化
し
た
い
な
ら
採

用
力
を
Ｕ
Ｐ
し
な
さ
い
」
と
言
い
き
っ
て
し

ま
う
と
身
も
蓋
も
な
い
の
で
、
ベ
ネ
ッ
セ
ス

タ
イ
ル
ケ
ア
様
の
協
力
を
得
て
、
九
日
間
の

中
途
採
用
導
入
研
修
と
、
一
七
日
間
の
新
卒

導
入
研
修
の
見
学
と
、
従
業
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
結
果
、
定
着
・

戦
力
化
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
初
心
」「
最
初
の
三
カ
月
」

「
同
期
の
絆
」
で
す
。

　

な
ぜ
こ
の
業
界
を
選
ん
だ
の
か
、
な
ぜ
こ

の
法
人
を
選
ん
だ
の
か
と
い
う
「
初
心
」
を

周
囲
が
関
わ
り
、
ち
ゃ
ん
と
意
識
し
続
け
さ

せ
る
こ
と
。「
最
初
の
三
カ
月
」
を
乗
り
越

え
れ
ば
何
と
か
な
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は

「
同
期
の
絆
」
を
ち
ゃ
ん
と
つ
く
る
こ
と
で

し
た
。
三
カ
月
を
越
え
る
と
先
輩
や
上
司
が

本
当
の
意
味
で
の
支
援
者
と
し
て
機
能
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
先
輩
・

上
司
は
遠
い
存
在
で
本
音
を
言
う
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
初
め
の
三
カ
月
を
支
え
る

の
が
同
期
の
存
在
な
の
で
す
。
こ
の
三
つ
を

テ
ー
マ
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
け

ば
定
着
す
る
の
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
自
法
人
だ
け
で
は
十
分
な
導
入
研
修
を

運
営
で
き
な
い
事
業
者
の
皆
様
向
け
に
、
今

後
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

今
後
に
関
し
て
は
、
学
校
と
の
連
携
を
強

化
し
て
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ 

Ｍ
Ａ
Ｎ
！

●
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
で
取
り
上
げ
て
い
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
も
っ
と
も
っ
と
伝
え
た
り
、
就
職
先
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図表５　福祉業界へのエントリー状況　※2012年7月末時点
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の
選
び
方
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
向
け
に
は
、
活
躍
人
材
を
採
用
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
す
る
段
階
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
使
え
る
状
態
ま
で
支
援
す
る
と
こ
ろ

ま
で
踏
み
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

定
着
・
戦
力
化
に
つ
い
て
は
最
も
影
響
力

が
あ
る
の
は
施
設
長
だ
と
思
い
ま
す
。
施
設

長
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
定
着
し

て
い
て
、
逆
に
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
は
定
着
し
て
い
な
い
と
い
う
話
は
ど
こ
に

行
っ
て
も
お
聞

き
し
ま
す
。よ
っ

て
、
活
躍
す
る

施
設
長
の
要
件

を
き
ち
っ
と
調

べ
て
世
の
中
に

情
報
発
信
し
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。
新
卒
の

導
入
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い

て
も
、
先
ほ
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

部
分
も
含
め
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
化

し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

図表６　SPI2の代表的な6タイプと出現率
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